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近
世
か
ら

近
代
へ

　

　

1
日
本

仏
教
の

再

編
成

ー
　
　

　
　
　
　
代
表
者

　
西

村

玲

コ

メ
ン

テ
ー

タ
。

司
会

　
林
　
　

淳

近
世
真
宗
に

お

け

る

「

法
然
」

と

「

親
鸞
」

引
　
野

亨
　
輔

　
報
告
者
は

か
つ

て

小

著
『

近

世
宗
教
世
界
に

お

け
る

普
遍
と

特
殊
』

の

中
で、

以
下
の

よ
う
な

主
張
を

行
っ

た
。

江

戸
時

代
と

は、

仏
教

諸
宗
が

「

宗
派
」

と

し
て

の

意

識
を
明
確

化
さ

せ
、

各
々

の

独
自
性
を

築
き
上
げ

て

い

く
時
期
で

あ
る

。

そ

こ

で、

「

宗
派
」

の

分
立
と

い

う

分
析
軸
を
用

い

る

こ

と

に

よ
り、

新
た

な

近
世

仏
教
史
像
を

浮
か

び
上

が
ら

せ

る
こ

と

が

可
能
で

あ
る

。

　
江
戸
時

代
全
般
を

仏
教
信
仰
の

停
滞
期
と

捉
え
る

の

が、

こ

れ
ま
で

の

宗
教
史
研

究
に

お

け

る

主
流
だ
っ

た

訳
だ
か

ら
、

そ

の

江
戸
時
代
に

「

宗

派
」

意
識
が

高
揚
す

る

と

い

う

報
告
者
の

問
題

提
起
に

、

疑
念
を
示
す

研

究
者
も
少
な
く
な
い

。

し

か

し、

諸
宗
融
合
的
な

中
世
仏
教
の

性
格
は、

既
に

黒
田

俊
雄
氏
も

指
摘
す
る

と
こ

ろ

で

あ
る

し、

近
年
で

は

蓮
如
以
前

の

「

宗
派
」

未
確
立
な

浄
土
真
宗

教
団
に

つ

い

て

言
及

す
る

金
龍
静
氏
ら

の

研
究
も
登

場
し
て

い

る
。

「

宗
派
」

を

不
変
的
な

存
在
と

み

な
す
こ

と

な

く
、

そ
の

成
立

背
景
を
丹
念
に

考
察
す
る

試
み

は、

近
世
仏
教
史
研
究

で

も

行
わ

れ

る

べ

き

だ

ろ
う

。

　

右
の

よ
う
な

課
題
意
識
に

基
づ
き

、

本
報

告
で

は

江
戸
時
代
に

行
わ

れ

た

浄
土
宗

・

浄
土

真
宗
問
の

争
論
を
取
り
上
げ
た

。

と
い

う
の

も、

浄
土

宗
の

「

宗
祖
」

と

さ

れ

る
法

然
に

と

っ

て
、

浄
土
真
宗
の

「

宗
祖
」

と

さ

れ

る

親
鸞
は

直
接
の

弟
子
に

当
た

る

た

め
、

微
妙
な

関
係
性
を
持
つ

両
者

が

自
己
の

優

位
を

築
く
べ

く

用
い

た

論
法
に

は
、

近
世
的
な
「

宗
派
」

意

識
が

凝
縮
さ
れ
て

い

る

と

考
え
た
か

ら
で

あ
る

。

　

さ

て
、

浄
土

宗
・

浄
土
真
宗
の

僧
俗
が

互
い

に

意
見
を

戦
わ

せ

た

論

争

書
は

、

近
世
初

期
か

ら

幕
末
期
に

至
る

ま

で
、

数
多
く
残
さ

れ

て

い

る
。

論

争
書
の

著
者
に

は
、

双
方
の

高
名
な

宗
学
研
究
者
（

例
え

ば、

浄
土

宗

鎮
西
派
の

義
山
や

浄
土

真
宗
西
派
の

法
蝶）

も

含
ま

れ
て

お

り、

教
団
ト

ッ

プ
の

学
僧
に

と
っ

て

も
、

こ

の

種
の

争
論
は

重
要
な

関
心

事
で

あ
っ

た

こ

と

が

分
か

る
。

し
か

し
、

享
保

期

2
七
一

六

−
三

六）

ま
で

の

論
争

書
が

、

あ
く
ま
で

学
僧
向
け
の

難
解
な
も
の

で

あ
っ

た
の

に

対
し
て、

一

般

門
徒
レ

ベ

ル

の

関
心
を
一

気
に

惹
き

付
け
た
の

は、

明

和
五

年
（
】

七

六
八
）

に

出
版
さ
れ
た

『

真
宗
安
心
茶

店
問
答
』

で

あ
ろ

う
。

何
し

ろ

同

書
で

は、

浄
土
真
宗
の

教
え
が

、

茶
店
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た

女

性
客
と

老

尼
の

問
答
と

い

う
体
裁
を

取
っ

て
、

平

易
に

記
さ
れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ
に

対
し

て、

浄
土

宗
の

側
か

ら

も
『

茶
店
問

答
弁
訛
』

が

出
版
さ

れ、

争
論
は

活
発
に

展

開
し
た

よ

う
で

あ
る

。

　

そ
れ

で

は、

『

真
宗
安
心

茶
店
問
答
』

を

め
ぐ
る

争
論
に

お

い

て、

双

方
の

主

張
は

ど

の

よ
う
な

特
徴
を
持
っ

て

い

た

の

だ

ろ

う

か
。

浄
土
宗
の

立
場
は、

我
々

に

と

っ

て

も

分
か

り

易
い

シ

ン

プ

ル

な

も

の

で

あ
る

。

法

然
こ

そ

浄
土

門
の

偉
大
な

師
匠
で

あ

り
、

親
鸞
の

宗
門
は

弟
子

の

教
え
に

過
ぎ
な
い

。

し

か

も
、

弟
子
の

親
鸞
た

る

や、

念
仏
往
生
に

凝
り

固
ま
る

あ
ま
り

法
然
の

教
え
を
曲
げ
て

伝
え
た

不
心
得
者
で

あ
る

か

ら、

と
て

も
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浄
土
宗
の

正

流
と

は

い

え
な
い

。

他
方

、

浄
土
真
宗

側
の

主

張
は、

や

や

複
雑
な

様

相
を

帯
び
て

い

る
。

生

前
の

法
然
は
、

面
受
口

決
の

弟
子
数

名

に

限
り、

各
々

の

考
え

で

浄
土

宗
の
一

流
を

立
て

る

こ

と
を
許
し

た
。

こ

う
し

た

観
点
か

ら

す
る

と
、

浄
土
宗
鎮
西
流
も

西
山
流
も、

親
鸞
の
｝

流

と

同
じ

く
弟
子
の

宗
旨
で

あ
る
。

し
か

も、

今
の

浄
土
宗
諸
流
は

法
然
の

教
え
か

ら

遠
く

離
れ
て

し
ま

っ

て

お

り、

浄
土

真
宗
の

み

が

真
の
一

字
に

相
応
し
い

師
弟
一

致
の

教
え

だ
と

い

う
訳
で

あ
る

。

　
以
上
の

よ
う
な

争
論
の

展

開
か

ら

読
み

取
り

得
る

の

は
、

激
し

く
ぶ

つ

か

り
合
う
か

に

み

え

る
浄
土

宗
・

浄
土
真
宗
双

方
の

言
い

分
が
、

実
は
金

く
か

み

合
っ

て

い

な
い

点
で

あ
る

。

浄
土

宗
が

「

宗

祖
」

法

然
を

絶
対
化

し
て

自
ら

の

正

統
性
を
唱
え
る
の

に

対
し

て
、

浄
七

真
宗
の

場
合
は、

鎮

西
流
・

西
山
流
・

親
鸞
流
に

別
々

の

「

宗
祖
」

を

措
定
し
た
上
で、

そ

の

中
で

も
法

然
の

教
え
と

見
事
に

重
な
る

親
鸞
の

正

統
性
を
強

調
す
る

。

冒

頭
で

も
少
し

触
れ
た

よ

う
に
、

仏
教

諸
宗
を

正

統
・

異
端
の

区
別
な

く
対

等
に

公

認
し

た
の

が

江

戸
幕
府
で

あ

る
。

そ

う
で

あ
る

な
ら

ば
、

浄
土

宗
・

浄
土

真
宗
い

ず
れ
も
が

自
己
の

正

統
意

識
を

固
持
し

て

他
宗
に

対
峙

す
る

こ

の

争
論
の

あ

り
方
に

も、

近
世
的
な

宗
教

世
界
の

特
質
が

は

っ

き

り

刻
印
さ

れ
て

い

る

と

い

え
な
い

だ
ろ

う
か
。

分
離
せ

ず
、

衝
突
せ

ず

　
　

1
明
治
期
の

教
育
と

仏
教
の
一

側
面

1
谷

　
川

穣

報
告
者
は

近
代
日

本
形
成

期
に

お

け
る
公

教
育
と

宗
教、

と

り

わ
け
仏

教
と

の

関
係
の

歴
史

的
考
察
を
行
っ

て

き

た
。

先
行
研
究
で

は
、

各
宗
派

の

制
度
史
や、

学
校
設

置
事
例
の

列
挙
に

と

ど

ま

る

も
の

も

少
な
く
な

く
、

必
ず
し

も

進
展
し

て

い

な
い

。

「

日

本
型
政
教
分

離
」

の

内
実
を

公

教

育
と

の

関
係
で

肉
付
け
す
る

際、

包
括
的
な

見
方
や
示

唆
は

な
さ

れ
て

き

た
。

だ
が

教
育
現
場
の

地
域
的

状
況
や
そ
れ

に

ま

つ

わ

る

言
説
に

も
と

つ

い

た
、

よ

り

重
層
的
で

具
体
的
な
歴

史
の

発
掘
は

、

ま

だ

ま

だ

不
十
分

な
段

階
に

あ

る
。

　

そ
こ

で、

学
校
教
育
制
度
の

開
始
す
る
明
治
前
期
に

お

い

て、

教
育
と

仏
教、

そ
の

葛
藤
や
「

分
離
」

の

様
相
を
「

分
離
し

な

い

側
面
」

へ

も

目

を
配
り
な
が

ら
そ

の

歴
史
的
道
程
を
拙
著
お

よ

び
そ

れ

へ

の

批
判
も
踏
ま

え

て

時
期
区
分
し
て

整
理
し

直
す
の

が

報
告
の

目
的
で

あ
る

。

と

く

に

人

材
・

場
所

・

教
え
る

内
容
の

三

点
に

注
日
し

て、

そ

の

重
な

り
と

分
離
の

度
合
い

を

指
標
に

し
た

い
。

時
期
は

 
明
治
五

1
八

年
 
同
八

−
一

九

年

 
同
一

九
−

二

三

年
 
二

三

ー
三

二

年
、

そ

れ

ら

の

具
体

相
を
辿
る

。

　

ま

ず、

教
育
と

仏
教
の

間
で

摩
擦
・

葛
藤
の

生
じ
る

起
点
は

学
制
と

教

導
職
制
が

開
始
さ
れ
る

 
と

考
え

ら

れ

る
。

文

部
省
は、

欧
米

視
察
で

得

た

「

教
育
と

宗
教
の

分

離
」

理

念
を

携
え、

教

導
職
の

教
化
活
動
を
宗
教

と

見
な
し
て

教
育
と
の

切
り

分
け
を

行
っ

て

い

っ

た
。

つ

ま

り
教
導
職
の

教
員
兼
務
禁
止

、

神
官

僧
侶

学
校
規
定
削
除、

学
校

校
舎
と

説
教
会
場
の

峻
別

、

で

あ

る
。

た

だ
し
、

教
員
不

足
か

ら

兼
務

許
可
を

求
め

る

嘆

願

や
、

校
舎
不

足
か

ら
時
に

強

制
を

伴
う

寺
院
の

校
舎
転
用
も

目
立
つ

。

こ

の

点
で
、

仏

教
の

も
つ

空
問
的
・

人
的

資
源
な

し
に

近
代
日

本
の

学
校
教

育
は

滑
り
出
せ

な
か

っ

た、

と
も
い

え
る

。

　
つ

ぎ

に

 
で

は、

教
員
と

い

う
「

人
」

に

つ

い

て
、

明
治
一

二

年
文

部

省
は

教
導
職
の

教
員
兼
務
を
実
態
追
認

的
に

解
禁
さ

れ
た

が
、

仏
教
教
団
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